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正

過 日,県 内の小 ・中学校から現職研修のテーマをいた

だいたので, これを教科にこだわらないでその内容を類

型的に分類を試みてみる。恐らくこれらの研究は,時 特

によって内容が異なるであろうが長い歴史と沿革がある

と思われる。

ます,小 学校では,子 どもの学力や能力を高めようと

するものが 130校で一番多く, そのほとんどの研究対象

が国語科と算数科に集中していた。第2は ,子 どもが学

習に意欲を燃やし,か つ,楽 しく学ぷようにさせるもの

で,学 習の成立に対する教師の配慮がうかがわれる。第

3は ,子 どもの主体的な学習,思 考力, 自主性などを伸

ばして学習指導の効率化をはかろうとする授業研究など

であり,全 般的に内容が多彩で特色のあるものが少なく

なかった。

中学校では,第 1に ,学 習指導や生徒指導のテーマが

特に多かった。第 2は ,研 究の対象を全教科としている

点が小学校 とは対象的であった。第 3は ,学 習態度を重

視する テーマが 小学校に比して多かった ことなどであ

る。

高等学校は,要 覧で見る限り,基 礎学力の向上や授業

充実の内容が多く, 次いで生徒指導,基 本的な生活習

慣,遵 法精神の高揚,ス ポーツ振興,安 全教育などにカ

を注いているように思われた。

以上は,そ の全般的傾向であるが,共 通して考えさせ

られることがあった。第 1は ,各 学校とも一人一人の児

童 ・生徒に着目しようとする傾向である。このことは,

多くの教師の実践が,す べての生徒に,学 ぶ喜びを与え

ようとしていることである。国立教育研究所の中村重康

先生が,「 イングランドにおけるクラフト教育の新しい

プロジェクト開発の動向」 (クラフトとは,技 術 ・工作

科)そ の報告の中で,イ ギリスにおける個別指導に触れ

られた。それによると,「 生徒が絶いぐるみを製作する

のに自分でプロジェクトを持って進んでいる。同じ教材

で,同 じレールで学習しているが,進 度が生徒によって

違っていた」と。また,レ ポートの中で,「 幅広い能力

の違いのある生徒の多様なキーズに対応させて, クラフ

頭 開

研究相談部長 星

卜教材が,今 や理論学習にのみ没頭している知的能力の

高い生徒たちに,実 際的,創 造的学習の場を提供し,彼

等の知的チャレンジを鼓舞しだしていること」が感銘探

かったと述べられている。 =壌 は異なるが, 日本っ教

育に参考になることが多い。一方,寿 全学習の立場から

は,適 切な援助と十分な時間が与えられれば, クラスの

野パーセントの子どもに学習内容を完全に習得させる信

念を持って授業に臨むべきだとするキャ,ルの仮説をあ

げ,教 師は,常 に生徒の個人差に応じ■教材や学習方法

を準備し提供すべきだと主張している。      _

第2は ,生 徒の学習想度や学習意欲についてである。

これは,初 等よりも中等教育で深刻に受けとめているょ

これからの学習指導は,教 える授業から育てる授業へと

転換を望む声もあり,子 どもに受け身の学習を長い問繰

り返えせば,か えって勉強に対する意欲を失わせる結果

となるだろう。イギリスでは,生 徒自らが,困 難を体験

し,そ れを乗り越えていくことが学習であると,一般に

考えられている。したがって,子 どもの方からどうにも

ならないと指示を求めてこない限り教師は容易に手を出

さないそうである。また,健全な学習態度の形成は,子

どもの学習意欲をかき立てるような体験を積ませること

を教師は配慮すべきであるとも言われている。

学校における研究は,一 人の教師の虜果だけでは済ま

されない時代でもある。今後は,多 くの教師の参画と協

力と責任によって成果をあげるべきであり,ま た,そ の

ような研究協力の場や機会が有効に活用されなくてはな

らないと思われる。一般に,研究の発端は,精 密な計画

に基くことはもち論であるが,思 いがけない機会がその

動機となることもある。ある有名なテイーム・ティーチ

ングの学校の研究が,教 師間の焦点教材の話合いから,

各教科の教材系統の必要性を刺激し,全 教科の活動に波

及していった事例がある。一人一人の教師の問題意識を

大切にし, これを堀り起こし相互に確かめ合うような機

会や場が,学 校における研究活動を推進させる貴重な一

つの側面となるであろう。
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小 学 校 教 材

低 学
一―身

はじめに

児童の発達過程のなかで,音 楽にもっとも興味や関心

を示す時期は,な んといつても低学年の時期であろう。

精神的にはまだまだ未分化な状態であるが,音 楽に対す

る反応は敏感で,テ レビやラジオから流れる音楽に体を

動かしたり,拍 子をとったり,歌 ったり,断 片的なふし

を即興的に日ずさんだりして片時も活動の手をゆるめな

↓t。音楽と生活,生 活と遊び1遊 びと音楽が浮然一体と

なって成長していくとVtちでもよいほど密接に結びつい

ているようである。

特に,身 体表現を伴った 「リズム遊び」や 「ふじ遊

び」 「○○ごっこ」 などの音楽活動 には大変興味をも

ち,意 欲的で,生 き生きとした音楽学習が展開され,大

入ホ考えている以上に創造的で,豊かな音楽的蒸地をも

っている。                  1

tの ような児童の実態をみると, この時期は苦楽教育

を施す絶好の時期であることを認識するとともに,そ の

手だてによっては,一 生音楽の楽しさや美しさを味わう

ごとができない 人をつくって しまう危険さえ含んでい

て,低 学年め音楽学習のあり方がいかに重要であるかを

痛感する。

“ 音 楽学習に身体表現や遊びを取り入れる

功児の教育は,遊 びのなかで生活習慣や社会性を身に

らけさせることが多く,音 楽でも 「ごっこ遊び」や 「リ

ズム遊び」など生活経験をとおした棋微演技 (シュミン

とション)的 な学習活動が多い。幼児教育との一貫性か

らみても,低 学年の音楽学習のなかにもっともっと身体

表現を伴った 「遊び」の要素を取 り入れた,動 的な学習

活動がほしい。

「遊び」は,楽 しく,自 発的 ・能動的であり,意 欲的

に活動する特質があり, また,児 童の身体的諸機能や知

性 ,感性 ・社会性等の成長発達を促すのに欠くことので

きないものである。

児童の音楽する心をのびのびと倉t造性豊かに仲長をは

かるためには,児 童が興味や関心をもちて意欲的に学習

活動する 「身体表現と遊び」の場面を効果的に設定し,

楽しく音楽することめなかで,基 礎的な技能や感党を育

てていく方法は,特 にす低学年の音楽学習では考えてい

かなければならない。  |

身体表現と遊びをどこに願り入れるか

教育は,つ ねに意図的 ・計画的に教育の目標をめざす

遊 び 一一

第1研修部 古

ものであるから,そ の身体表現や遊びも単なる児童の好

みに迎合した身体表現や遊びに終わらない ような配慮が

必要である。

身体表現や遊びをとおして,何 (教材)で ,何 (内

容)を 身につけさせたいのかを明確にし,計 画的に実施

しなければならない。

しかし,身 体表現や遊びにも許容範囲があるから,学

習内容,児 童の発達過程,学 習環境などに応じて,そ の

方法も変えていかなければならないであろう。

指導上の留意点

1 児 童ひとりひとりが自由に表現できる雰囲気をつく

るとともに,表 現する楽しさを味わわせること。

2 児 童と教師が一緒になって活動し,心 のふれあいと

つくること。

3 児 童同志の協調心を育てること。

4 児 童の身体表現 (反応)の よい点をみつけ,ほ めて

意欲づけをすること。

5 身 体表現や遊びを教師の即果伴奏などによって,音

年 の

体 表

と
自

現 と

習学楽

斉関

音 楽 的 要 素 (基礎)

伯:を欝
聡7箕憲F讐戴酪

)

者鱗を瞬景葉器
(行進 ,ス キップ,た る,ワルツ)

リズムカー ト選び

を1壱
意撞

稼 1岳借言骨暑暑暑夕億済晶抜

5指 輝遊び

6歌 唱にリズム伴業をつける

(手拍子 .ひぎ打ち→打茶器)

児

童

の

自

然

な

姿

案

味

　

関

心

　

意

欲
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楽的な雰囲気のなかで学習できる ように配慮するこ

と。

6 身 体表現や遊びを とおして身につけた者楽的感党
を,知 的な学習まで無理なく発展させること。

7 身 体表現や遊びに必要な教室の環境を整備するこ

と。

指導の実際

1 リ ズム遊び

鋭敏な音楽的感覚と注意力 ・集中力を養う。

“)音 楽にあわせてリズム運動 (身体表現)を する。

① 2拍 子や 3拍 子 `4拍 子の拍子感を身体をとお

して識別できるようにする。

② 歩 くリズム ・走るツズム ・スキップリズム ・ヮ

ルツのリズムに正しく反応する。

③ フ レーズ感を養う。

。歩くリズム く行進)

。走るリズム

。フルツのリズム

教師 (児童)の リズムをまねて, 1小 節おくれて追
いかける。 )ズ ムカノンは,か なりの集中力と反応カ

を必要とする。

に}複 ブズム打ち         .

① は じめ, 2つ のグルーブに分けて,分 ね打ちを

させる。                i

② 打 薬器による分担奏は,二 層薬じい音楽的な活

動が期待できる。   ~‐  と

※ こ れまでの)ズム遊びでは,で きるだけその抽子
‐にふさわしい即興伴奏を入れて,1無味乾燥な技術中

心の学習にならないように配慮すること。

lF.)リズム問答とリズムリレ‐遊び     '

① 指 の流れに乗って即興的に表現できるょ夕にす
る。         と

よネ t'    'コ      ● 母【tt●'  州 r

l忌-1トーー]「―~1・~~卜~~~~―――――――キT~`~[ici:」トー=―=‐―、と___―Ⅲ

④

⑥

⑥

13)リ ズムヵノン

ステップ

ステップだけでなく,

手拍子や種々の動作を

くふうして,楽 しく活

動できるようにする。

・体育館などの広い場所でのびのびと表現させる。
・フレーズごとに方向をかえたり,手 拍子などの動

作を力田えたりして変化をもたせる。
・4つ のリズム運動ができたら,フ レーズごとにリ

ズムをかえて正しく反応ができるかをたしかめ

る。

リズム模倣打ち

① 教 師→児童 (多数),児 童 (1人 )→ 児童 (多

廓 t●j

4ち
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崎)ツ ズム唱と記譜遊び (かきとる力)

①タサT『々袴テiチ1品子歩ヶ各ステうPとと
のリズム唱ができて,音 符の長さの単位を無理な

く理解できるようにする。

0 0 0 0 0 0 0

② O講 や音符を遊びをとおして,書 くことになれ

させる。 (音符に規しみのある名前をつけて,記

譜力を育てる指導に効果をあげている先生もい

'ど ど晟
壻

ど夕j'Sさ 岳

ちやん,どフ
～タ

2 ふ し遊び

簡単な短い ことばに模17t唱したり,川J9tl的にふしをつ

けて軟わせることは,創 作学習の大司「な導入である。

児童の日竹生活や遊びのなかには,そ のようなふしづ

けの自然な以i生えが多くみうけられるので, それを効果

的に取 り入れる。

は)ふ し問答

とは,歌 う楽しさを味わわせ,意 欲をつけるとともに,

台J進的な表現活動を育てることに役立つ。

(1)わ らべうた

欣唱のなかでj身 体表現や遊びがもっとも自然に歌と

結びついているものは 「わらべうた」で,「 あんたがた

どこさ」 「ひらいたひらいた」 「なべなべそこぬけ」等

の一般化されているものから,手 まり歌 「向かいやンま

の」 (西白河郡西郷村)や お手I駄 「おんひとつ」 (耶

麻lllj西会津町)等 の福島県のわらべうたにも多く遊びの

歌があり,適 宜教材として取 り上げ,遊 びのなかで日本

音楽の基礎的な感党を身につけさせるようにしたい。

OI 身 体表現を伴った歌唱

身体表現を伴った歌唱教材は,児 童が大変興味をもっ

て学i岬に参力はする。特に,入 学初期の音楽学習として欠

くことのできないものである。

出1例

「しあわせなら手をたたこう」 (アメリカ民話)

「てをたたきましょう」 (作者不明)

「むすんでひらいて」(ジャン・ジック・ルンー作山)

「おおきなくりの木のしたで」 (ボーイスカー ト歌)

など

●】 ッズム伴奏

① 会 話的な調子よりも,呼 びかけるようにいわせ

る。

② リ ズム遊びと同じように,柏 の流れに乗ってふ

し遊びができるような打楽器の即興伴奏をつけ

る。

③ ふ し遊びの基本は, ら・ど・れの日本旋法の音

組織が自然であるので, 日本旋法に規しませる。

修)ふ し校倣

ほ)背 高遊び

① 歌 いながら音の高さを聞きわけ,身 体反応をす

る。

② 2度 音程から次第に音城を広げていく。

③ 十 商と身体反応の位置 (例)

ど～ひざ, れ～むね, み～舟「, ふあ～耳, そ～

頭,ら ～手を上にのばす。

3 歌 唱における身体表現

低学年の歌唱学習の重点は, まず楽しく歌わせること

であるから,身 体表現を伴った遊びのなかで歌わせるこ

4Ⅲ3

① メ ロディーや神の流れにあった リズム伴茶をく

ふうさせる。 (ツズムrl作)

② 手 拍子 ・ひざ打ち ・足抽子から打楽器へ発皮さ

せる。

③ 児 童は,楽 器に大変興味をもっている。カスタ

ネットやダンブリンの他に トライアングル ・鈴 ・

拍子木 ・ウンドブロツク・ボンゴなどは奏法も比

較的平易なので気唯に取 り入れられる。

“)精 採遊び

Ir体の動きをとおして音楽を受けとめ,音 楽を楽しく

l・8くことができるとともに,音 楽的な感党,特 に,拍 子

感 ・リズム感 ,強弱感 ・速度感を養う。

おわりに

これまで述べて きたことは, ほんの一例にすぎない

が,低 学年の音楽学爾に欠くことのできない大手な学習

活動である。すべての児童の音楽に対するかかわりあい

を,よ り主体的 ・積極的にし,ひ とりひとりの興味やlr

心 ・意欲を高めるための手だてを,い ろいろとくふうし

ていかなければならない。

なんといっても, これらの指導法の基盤となるのは指

導者である教師自身の音楽する,bであろう。
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反応 分 析 装 置 活 用 の現 状

一 設置校における利用状況調査 よリ ー

第 1研修部 阿   部 昭

ているが, それでも3分 1の学校てはときどきしか使

用されていない。

しかし, このことから,ANが 役立っていないと判

断するのは早計である。仮に1度 だけあ使用であって

も,そ のことによって自分の授業の欠点に気づき,そ

の後の撰業で改善に努力していれば,ANの 果たした

割合は大きいからでぁる。

修)ANは 一部の教師が使用している    |

表 2 教 師のAN利 用率

率 1小 学 校 中 学 校

70～ 1( , 9

50～   70 9 1 0

,0～  う0 1 o 3 ( 1う 8)

～  30 6 (う4 う) 14 (73 7)

( 9 1 ) 1 (う 3)

1 1 19維

にANを 5

軸 挙    刈 ∞
|

生

・

1 は しめに

今,授 業で用いられている教育機器は,多 種多様であ

る。その中でも,OHP,VTR,シ ー ト式磁気録音機,

反応分析装置(以下ANと 陥記)は,代 表格と言えよう。

そして,OHPは ,授 業の中に走岩しつつあるし,VT

Rと シート式録音機は,地 道に利用居を広めている。と

ころが,ANだ けは,大 きな期待を担って受け入れられ

ながら,そ の後の評価があまり芳しくない。

そこで,AN利 用の実態を少しても明らかにしょうと

試みたのがこの調査である。

ここに報告するのは調査の一部であるが, AN活 用の

手だてを見いだす手掛か りとなってくれれば芋である。

O調 査年月  昭 和51年7月

O調 査対象  術 島市及び郡山市内AN設 置小 ・中

学校 (小学校25校,中 学校32校)

O調 査方法  質 問紙法 (多くは 自由記述で調査者

が分類 ・整jWした)

O調 査数及び個人調査回答者数

調査内容中昨年度の使用時数は主に記憶によるも

ので正l ltとは言い切れない。傾向としてとらえて

頂きたい。

※この調査にご協力を頂いた学校及び担当各位に

犀く御礼中し上げます。

2 ANは どの程度使用されているか

に)ANは ときどきしか使用されていない

安 l ANの か Jl率 ( )内 競争!ま田容学校数北

Oか鰈 =軸 × 1∞

小学校では, 1校 を除いて使用にかなり苦はしてい

るように思われる。中学校では,か なり使用されてき

慎ズ ・rt薩弘 Hn l宮隊 、訟 只殊

小学校は, 中学校に比べると大部分の教師が使用し

ている学校が多い。それでも,半 数以上の学校は,3

制以下の教師しか使用していない。中学校では,大 笥

分の学校が,特 定の教師によって使用されていると信

えよう。            |

伯)な ど使用されないか     |

表 3 ANが 利用されない理由 |       ‐

理 白
回  答  数

小学校 中学校

金翠そサ逢灸能を梶醤英蒸ふ
ない

4 (う 6 4) 2 (よ う4)

使いやすい教科が限定される ,(273) 1 ( 7 . 7 )

授業がや りにくい 2 (18 2) 1 ( 7.7)

活用のしかたがわからない 6(,4:う ) 6 (46 2)

機器の打ヒ備に時間がかかる 3 ( 2 7 , ) 4 (30 8)

探留き層隈調総標係で使
VIた

1 ( 9 1 ) う (3 8 .う)

教師の意識が低い 0 ' (98 ,)

その他 1 ( 9■ ) 1 ( 7 7 )

回答学校数 1,

,0～ 10011(91)13(158) たいへんよく使用

, 0 ～ う0 0

7 (63 6) 1 6 (,1 6

2(182) う (1う8ヽ|___一 一一 ~~~
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小 ・中学校ともに 「活用のしかたがわからない」めま

最も多い。 「ANを 取 り入れた指導計画を立てたり選

択肢を作る余裕がない」 「授業がや りにくい」 「教師

の意識が低い」のいずれも研修に期待するところが大

きい。表4に よると大部分の学校が校内研修や校外研

修の機会を設けているが,そ の成果が十分果たされて

いないものと思う。それは研修の内容や方法,指 導者

等研修会の在 り方の問題だけではなく,研 修する者の

.経験の浅さも大きな原因ではなかろうか。

中学校では,設 置場所の関係で使用できないことも

,多 い。小学校でも,教 科別に調査した 「使用しない理

1白」によると,機 器室での授業が困難であるという理

i白がかなり多い。

, 表 4 ANに ついての研修計画

玉 /J｀ 中 干 夜

対象の 10 (62. 11 ,0.0)

ロ 81.3 4 ' ' )

酬 惨 6 う (22 7)

な研修 を しなヤ` , 2 ( , 1 )

16

ANは どの教科によって便用されているか

は)算 数 ・数学科や社会科で多く使用している

表5は ,昨 年度中の使用時数を教科別にまとめたも

のである。

表6 教 科別AN倒 昭状況

修)な ぜANを 用いたか (算数 ・数学科,社 会科)

麦 6 ANを 使用した理由 (算数 ・数学科)

表 7 ANを 使用した理由 (社会科)

算数 ・数学科では,小 ・中学校のどの学校でも 「学

習過程において理解度を確かめるために」使用してい

る。また,「 記録の分析による授業の診断 ・改善のた

め」使用も多い。中学校では,「 学習の進行状況をは

握するために」使用されることも多いが,個 別学習や

グループ学習の形態をとることが多くなっているため

であろう。

社会科では,小 学校の 「学習者の思考の様子をは握

するために」使用している学校が4校 もあることに注

目したい。条団思考の中にANを 位置づけようと試み

られているように思われる。

(3)な ぜANを 使用しないか

表8 ANを 使用しなかった理由 (小学校)

1 ( 9。1洲2 ( 1 3 ,

2 ( 1 8 2 ) 1 2 ( 1 3 ,

ぅ(450)16( 40.0

1(14 ,

1(14'

・
,C 9

教 科
使用学校数

数時
ヽ

用
数

使
婚

〕

小学校 夜
一

字仰
一

国  語 4て28.6う ,(15 8〕

十社  会 7Cうl1 0 12C69.2'

蜜故 ・数学 10C71.4) 17(89 ,〕

理  科 7`う0 0う14`7, 7う 1,

音  楽 1 (う 3

図工 ・美術 1(53う

体苦 ・保体 1て う.3

家虚 ・技術家庭 ,(15 8)

英  語 2(10 ,,

着  徳 〕て21 4〕4 ( 2 1 1 )  , う

特  活 ( 7 1)16て,1 6〕 10

そ の 他 1て 7.1)

回答学校被 /

小学校では特定の教科に限定されているが,中 学校

では多くの教科で使用している。

最も多く使用されているのは,算数・数学科である。

次いで4■会科,理 科が使用されている。社会科と理科

の使用学校数はほぼ同じであるが,使 用されている時

数は,社 会科の方がはるかに多い。国語 (小・中)音
1楽(中),技 術 ・家庭 (中)英 語(中)においては,使

用されてV るヽ学校数こそ少ないが,使 用している学校

表, ANを 使用 したかつた理由 (中学校)

ではかなり積極的に使用しているように推察される。
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個 別 槽 事 に 使 え な い 寝 家 2

AN使 用の必要性がない 言,実 ,保 体,
技家,英

8

:備時 間 の 確 保 が 難 しい 技 家 2

`器室での技栄がい疑 であ 音,保 体 2

採園難率麟客
ぐ槻喬至即・

数,英 2

そ の r l l l 〕

表 5か らもわかるように,実 技が中心となる教科で

はあまり使用されていない。その理由は,表 8,9か

ら学習過程における評価の内容と使用場所の問題が主

であると言えるだろう。 これらの教科では,下 位目標

行動の評価が,学 習行aljや竹■古の直接例祭が直接測定

によらなければならない。そのために,算 数 ・数学科

や社会科と同じような利用のし方だけを考 え てV るヽ

と,「 位置づけ」が難しいし, あまり 「必要性」も生

じてこない。
一方,場 所的には,特 定教室へ設置されていること

が多いので,行 動スペースや学習機材の関係で使用因

難なことが多いものと思われる。

4 ANは どのような教師がどのように使っているか

に)調 査方法

調査校に依頼 して,ANを 比較的多く使用している

教R幅に個人調査に協力して頂いた。 1校 3名 以 内 と

し, とくに多く利用している教師のいない学校からは

回答がなかった。

12)ANは 40才の教師によって使われている

個人調査への回答者を,年 令別,性 別にまとめたの

が表10・11である。

表10 比 敬的多く使用す 表 11 比 較的多く懐開
る教師の年令      す る教師の性別

10人 ,2人

2

1 2 1 3 ,

表10でみる限 り,刀ヽ学校の若い教師(ここでは95才以

下を指すメこは,AVを 常に活用しているものがほとん

どいなV 。`これらの学校 も%は 若い教師であるから意

外である。女教師も、関心が高まりつつあるものの,実

践面では,ま だまだ敬遣されているように思われる。

は)学 習の進行状況は握や形成的評価に利用している

表12 比 較的多く使用している教師の利用法

小・中学校のいずれの教師も,進行状況暉握と学習
過程における評価への利用が多い。しかじ|をれだけ
に利用しているのではなく,かなり多様な使い方どし
ていると言えるであろうど       | ||11

“)ANの 使用にょって学習者の意欲も増した  リ

次の表は,ANを 使用してよかったことをまどめだ

ものである。      i

の念桜督督思盤と膚督晋晋繁母li安〔看津だ程喬芋ま
教師の授業では,診断ゃテスト処客など家軒ぃた,々

慈亀轟岩畠皇漂霞続誉れ言F岩!に
ち,|もよろこギ十1‐

5 ANの いっそうの活用を騒って

ANを 常に使用している教師はその利点の方を強調
しあまり使用しない教師は問題点の方を強調する。こ
のことを考えると,ANを 活用するようになるために

は,ANII慣 れるよう数多く使ってみることが大切て
あろう。しかし,1校 1～ 2台 の現状では,全 員で使

有寄暑キご安ドとPたと,許智垣室畢玉号草忌怠島宮せ
とはできない。そこで,ねらいを絞って効果的な使い

出 望 塑 型 整 ■ 堕 些
艶 F寝簸 軽

の活用は特定教科で十分に機能を発揮させる。一方で
は,学 期 1回でもよいから全員がANを 用いて自分の

授業を診断し,改善をはかるようにする。なお,授業
の診断にあたっては,診 断内容を明確にし,事 前の十
分な準備が大切である。また,何 人かのチームを絢戎
して行えば,さ らに大きな成果が得られるであろう:|

資料の分析 にあたっては,教 育センター所報如号,
「S一 P表 に|る授業の診断J!を参照、Pbたい。

磐撃婁東見等
の

8(66 7) 0 !8(う4 ,〕0

指導過程におデ
る評価

0(8,.3〕 3(2,0) 2,(69,7う9(27 ,)

事後テス ト 8(66 7 0 21に,.6 6(18 2)

嘩 4 ( 3 , . 3 ) 1(8.,) 1,(39.4う2 ( 6 . 1 )

よ情 調査 iC8 3 1(83 う(1う 2! 0

そ の 0 0 0

数

表13 ANに よって改善された事項
‐    ・ 十

点
，本

児
に 航年管奮事管名督た'字極的 7(,3'う

・

，
４

唇号2葉露擦縄補操警督宮負うた9(2,.oう

ひ
到
で
に :を,を塗そ員号家黎髄塩12       1

( 100 0)
27(31'

号だ
もたちとの人間関係がよくな

1 ( , . 0

露
業記録やテス トの処理に

律車71 1,0うt男

を栞の料織化やンフ トウェアのエ
:が行われるようにたった 1(8.3 ,(9tr)

8(66.7)11(8 9

1(筑つレ<擬お
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教育センター第二研修部 (情報処理教育研修部)と

学校 との関連について

第3研修部 桜 井

1. は じめに

昭和44年12月,1理科教育及び産業教育審議会から 「高

等学校における情報処理教育の推進について」という,

いわゆる理産振の建議が行なわれ,そ のなかで共同利用

れ設の設置の推進についてうたっている。この建議の趣
旨に基づき昭和45年11月,「 情報処理教育センター設置

要項について」 (以下センター設置要項という。)が定め

られたことは,周 知のとお りである。

1本 センター第3研 修部は, この設置要項により,昭 和

“5年度発足の群馬十愛知,割 ‖に統き,昭 和46年度に設

壇されたものである。

| センタ‐設置要項の目的に 「高等学校における電子計

算機を中心とする情報処理教育に係る生徒の共同実習,

教員の研修等を行なうための施設として,情 報処理教育

センターを設置し,都適府県における情報控理教育の推
進を図る。」と定めており,さらにセンターの行なう事業
として,生徒実習と教員研修,その他の事業をあげてい
ら。  1

ケニ星告孫修蘇 Iす選 テ夢±3番 ,S:皇 禄と奮まま

わり方を考え,そ の事業の現況を分析し,研 修や生徒実

書のあり方はどうあるドきなのが, またどのように改善

していったらよいかなどの問題にふれ, さらに,情 報処

理教育推進のためのでだてをみつけだしていきたい。

2 教 員研修

教具研修は原則 として,県 立高等学校の教戦員を対象

とし,県 教育センター事業計画に基づく研修としての各

種講座と各学校の研修計画により個人的に研修する個人

研修との二つに大別される。今年度から,私 学にも円戸

を開き,セ ンター主催の講座に支障のない範囲内で講座

を開設し,教 員研修が可能となった。

“1 情報処理教育講座

昭和46年度にセンタ十が講座を開設してから,県 立高

等学校の教職員受講人員は第 1表のとおり408名に達し

ている。

受講者は主と,て ,商 業科や工業科の担当者であるが

最近は1普 通科の荻学担当者の受講が目立つようになっ

■。このことは,情報控理教育が商業科や工業科の職業

科のみならず,普通科にも導入されたことと無関係では

なく,新 しい時代の要請にこたえるための新しい教育の

指導力の充実向上を志向しているものと言ってよい。

年度別研修講座受講人員調

年 度
講 座 名 計

フォー トラン初級

フ ォー トラン上級 1 4 2

ヨ ボ ル 初 級 1 1

数値制御 (NC) 1 1 1 1 60

O R 1 ,

合 計 74

第 1表

今年度の講座は第2表 に示すとおりであり,そ の特長

は,フ ォートラン初級に商業向, フォートラン中級には
一般と商業向の講座を新設し, さらに,教 育庁各課の研

修事業の一元化の一環として高校教育課から産業教育実

習担当教員講座 (商業科,工 業科),産 業教育実技講座

(工業科)が 新たに センターの研修事業に組み込まれ

た。したがって,昨 年より講座増設となり,11講座を担

当することになったのである。

講座内容については,年 々改善を力Bえ,最 近の受講者

の多様化傾向に対応し,班 別指導方式の導入や個別指導

を道切に行 うなど十分配慮しており, また,外 来講師が

1講座あたり延 44人 来所し,き め細かな指導を展開し

ている。

正

昭和う1年度 研 修講座二覧表

講 座 名 対  象 人 員

フォー トラン

初 級
商 業  向

般

中 級
殻 1う

商 業  向

上 般 1,

O R 般

ヨ   ボ   ル   初   級 商 業 向 1う

救 l f欄 1御 ( N C ) 工業科担当 15

産 業 教 育 実 技 工業科担当

産業教育実習
担 当 教 員

会 場 若 商 商業科担当

会場勿来エ 工業科担当

表第
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修1 個人研修 (随時研修)

研修は,セ ンターの事業計画による講座を受講するの

が建前となっているが,情 報処理教育の特殊性などを考

慮して,各 学校の研修計画により随時来所 して個人的に

研修する方法がある。個人研修といわれるのがそれであ

り,研 修の時期は,講 座の開講中や休日を除いて適当な

日を選定できるので研修者に とっては好都合である。研

修のテーマを自由に設定できるし,初 心者のみ C・なく中

級以上の目標を定めて研修し,マ シンと十分規しむ機会

をもつことができる。個人研修への参加は,情 報処理教

育担当者の底辺拡大につながり,最 近問題となっている

情報処理担当者の国定化を解決する一助とならないもの

だろうか。

また,長 期研修参加への準備として数日間来所して研

修すれば,導 入がスムーズに行なわれ, ヨンピュータの

アレルギーを除去し,長 期研修の成果が一層高められる

ことになろう。

なお,個 人研修は学校長からセンター所長あてに研修

者の施設利用願を提出して許可を うけることになってお

り,宿 舎の利用はできない。宿舎を利用できるようにと

の要望があるが 1回 1～ 2人 の研修希望者のために,宿

舎の管理人をおいたり食堂を開くなどの問題があり,い

まのところ他の宿舎を利用してもらっている。

13)そ の他

昭和50年度には,私 学の高等学校から団体事務局をと

おして,夏 季休業中を本り将してのフォートラン入門ヨー

ス閉設の要望があり,セ ンターとしては,私 学の生徒実

習と同様に教育の機会均等とい う立場からこれを受入れ

ている。

今年度は, さらに一歩前進し,教 職員を対象とした教

員研修が許可されることになつた。県立学校ではないの

で,消 耗品については私学側で負担ねがうということも

あるが,私 学振興のための朗報といってよいであろう。

センターの教員研修は,そ の結果が生徒指導につなが

ることが肝要であり, 学 習指導に研修の成果を反映さ

せ,教 育効果の向上を図ることが要請される。研修終了

後も,セ ンターと密接な連携を保ちながら,継 統的に研

究を深めていき学習指導に役立つようにしたい。

最近問題となっている情報処理教育担当者養成は,情

報処理教育の推進学科のみでなく,一 般学科にあっても

直按情報処理教育専門科目を担当する教職員に限らない

で,広 く職業関係科目や普通科目の担当者 (数学科担当

者など)を 対象としてそれぞれの担当教科 ・科目の中で

高等学校における情報処理教育の目標に近づけられるよ

うな要員の確保が必要である。

3. 生 徒実習

昭和46年度から的年度までの間に,実 習のためにセン

ターを利用した高等学校の生徒数は,延 10,080人に遺

し, 1万 人の大台を突破した。

センターが情報処理教育推進の核として設置されたこ

とは今更言うまでもないが,そ の機能を果すには,生 徒

実習の占めるシエイトは大きい。生徒実習は,学 習指導

そのものであり,セ ンターにとってきわめて重要なもの

となっている。

したがって,全 国の殆んどのセンター (情報処理教育

センターや情報処理教育係をおくセンター)が その事業

の二大文柱の一つに生徒実習をあげている。

は)直 接実習

生徒実習を大きく分類すると,直 接センターヘ通所す

る直接実習と速隔地の学校などがメール方式によリセン

ターを利用する問接実習がある。まず,直 接美習から考

察しよう。                 |

① 現 況のあらまし

昨年度の高等学校 (私立校を含む。)の実習参加校は19

枝 (うち定時制 1技)で あり,実 習実人員は 1,333人,

延人員 2,947人であった。県立校の商業 ・工業 ・普通科

の利用人員の割合は,そ れぞれ36,60,04と なって

お り,商 業科と工業科が大半を占めている。しかし,普

通科の利用もわずかではあるが,増 加のきざしを示して

おり,注 目に値する。

② 指 導態勢の確立

センターにおける実習は,本 来学校の授業の延長であ

り,年 間学習指導計画の中での学習活動の一環として位

置づけられるべきものである。

センターを利用する場合には,学 校から事前に指導計

画の提出をうけ,引 率教職員との十分な打合わせを行な

い,来 所しての限られた時間内に学校側が生徒の実態に

即した適切な指導を主体的におし進められるようにセン

ター側からサポー トする。

実習の初期的な段階では,セ ンター主導型も止むを得

ないかも知れないが,あ くまでも学校側の指導計画に基

づく学校主導型の指導線勢への移行と確立がのぞまれ

る。

あるセンターでは, コース男llこよる実習をあらかじめ

用意しておき,つ まリメ‐ューによって学校側が自由に

選択するという方法を採用しているところもある。実習

がほんの初歩的な段階で終了するものやいわゆる見学実

習といわれるものであり,各 教科以外の教育活動として

位置づけられたものであればそれなりの意味をもつ。し

かし生徒実習本来のあり方としてはどうであろうか。

また,比 較的高度な実習のあり方として

“)プ ログラミングの目的を明確にし,課 題の解決に

あたっては,既 存のプ▼グラムを利用する。

171 問題解決のための手段として,電 子計算機を利用

し,日 標達成をはかる。

)々言 語指導を主眼とする実習からプログラムライプ

ラリーの利用を考えた学習指導への発展

などがあげられる。

ときどき,超 小型電子計算機 (ミ‐ヨン)が 各学校に
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設置されるとセンターの利用が激減するのではないか,

ということを耳にするが,む しろ,セ ンターが学校側の

量的 (せん孔タイプライタ不足, ラインプリンタがない

など),質 的 (言語レベル, メモリー上の制約,オ ペレ
ーテイングシステムなど)マ シンサイドからの要望をみ

たし,質 的に高度な実習が可能なためにセンターを訪れ

るといった逆の現象が生じてくる。現に県内でも, ミニ

ヨンの導入校がセンターヘ実習に来所するといったケー

スがしばしばみうけられる。

12)問 接実習 (メール方式)

① メ ール方式

センターの電子計算機を問接的に利用する方法として

郵送による方法を三通 りあげることができる。

竹)ヨ ーデイング用紙のみを送る場合

171 利用者自身がせん子とした縦テープを送る場合

0 0MRシ ートにマークして送る場合

とがある。特に,の を利用することによって端末機や

電子計算機を設置してない速隔地の学校の生徒もランの

機会を多くもてるようになつた。 (OMRの 利用につい

ての詳細は,昭 和詢年6月 発行の所報第21号にOMRの

利用法と実習についてとい う拙柄が掲載されているので

参照されたい。)

② 遊 隅地校の間接実習
‐
本県は日本で第 3位 の広城県であり,遠 隔地からの通

所費は父母の負担が重い。その打開宋の一つとしてOM

Rの 利用による間接実習の方法がある。

センターでは, FORTRAN(フ ォートラン)と ,

COBOL(ヨ ボル)の マークシートを準備し,各 学校

から利用してもらっている。郵送するために,担 当者か

ら敬遠される欠点もあるが,生 徒ヘー度でもよいからラ

ィの機会を与えたいという教育的配慮がなされることを

期待している。

特に,遠 隔地の定時制の高校は,生 徒の通所がきわめ

て困難であり,是 非とも希望者にはこの方法を利用させ

てや りたい。

14. 県 内高等学校教育機関 ・団体との連携

センターでは,県 高等学校長協会各部会,高 等学校教

育研究会各部会や幹事会,高 等学各校教育協会などと密

接な連携をとりながらあらゆる機会をとらえて県内各種

研究会ゃ協議会に積極的に出席し,情 報処理教育をとり

まく諸問題についての話し合いの場をもつようにしてい

る。特に,情 報処理科目研究会,情 報技術研究会などで

は専F目的事項についての指導功言を行ない,学 校での指

導者の生の声をきき,諸 般の障害排除に取 り組み生徒の

学力向上に役立つ ような積極的実践活動を行なうことが

肝要である。

とかくセンターの所員は,専 門的な研究分野について

は優れた織見と指導力を発揮するが,生 徒指導をとりま

く諸問題についての情報不足であったり,解 決のための

努力を持ったりしているとの声を耳にした ことはないだ

ろうか。

今年度から新たにセンターでは,学 校を訪問して,授

業参観や情報処理教育担当者との懇談会を開催し,関 係

者との思たんのない話し合いを行ない,明 年度の事業計

画や生徒実習に反映させる姿勢を示したことは,一 歩前

進したものと言ってよいであろう。

学校側からセンターヘの生徒の交通費公費負担や来所

する生徒のための宿泊施設利用などの要望が澄隔地の学

校から特に強い。これらの問題が情報処理教育の一つの

盗路となっているならば,許 される範囲内で関係者一同

と解決のための最善の方法を考えていきたい。

5. む すび

センターで実習している商業科や工業科の生徒をみて

いると,最 近話題となつている職業科の生徒の質的低下

傾向など殆んどみられず,む しろ生き生きと学習に取り

組みその意欲はすばらしい。普通科の生徒にはみられな

い学習の喜びがあるようだ。実習でわからないところを

質問している生徒と教師の ■ミュニケーションには,単

なる技術や知識の取得をこえて,問 題解決に直面した人

間同志の全大格的な触れあいがある。

体験の積み重ねから一つの理論を身につけていくこう

した学習の方法―一体験学習十一は,今 後ますます有踊

なものとなるであろう。

「職業教育の改善に関する委員会」の最終報告のなか

で基礎教育の重視と勤労体験学習の問題にふれている。

基礎教育の重視について,報 告では基礎教育重視の要

請をいろいろの観点からとらえ,そ の反省のなかから,

高等学校段階の職業教育は基礎段階であるということを

明確にし,職 業教育の改善をはかる必要がある。

今後の職業教育改善の基本的な考え方は,基 礎教育重

視の要請に応えていくように改善をはかる必要のあるこ

とを指摘しているo

とくに専門教育の改善については専門分野について,

できるだけ共通な基礎科目を新しく設けるとい う科目の

あり方について検討することになった。

工業においては,共 通的な基礎として情報処理教育を

とらえるという試案もあり,今 後検討材料として研究を

深めていく必要があろう。

商業でも情報処理教育を基礎教育の一つとして位置づ

け充実をはかろうとする機運が盛 り上っているという。

また,情 報処理教育も勤労体験学習の一環としてその

教育の必要性が強調されてくるとおもわれる。

かかる意味から言っても情報処理教育の推進は,き わ

めて重要な課題であり,そ の推進の核としてのセンター

の役割はますます大きいものとなろう。

今後とも学校と密接な連携をとりながらセンターの使

命を果すべく地道な研究,努 力を組織的,継 統的に行な

い本県の教育振興のための一翼をになっていきたい。
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' 研 究の麹旨

“)研 究の動機とねらい

ある高校の体育教師に,器 械逓助の授業で,「 腕立

て前l去」ができるのは体操クラブ員を含めて1ク ラス

2, 3名 程度であるが,中 学校では何名くらいできる

のか,と 問われ即答できなかつた。というのは,実 際

に生徒の学習到達度をは握し, その実態に即した指導

を展開していなかったためである。

そこで,「 マット運動」の到達度を調査してみると

表 1の ように,特 に難度の高い 「腕立て前著」の到達

度が低いことがわかった。

器械運動の領域では, そ の運動 (腕立て前転)が

「できるJ「 できない」がはっきりしており,「 まず

できるようにさせること」, さ らに 「より上手にでき

るようにさせること」が大切である。

このように上手にできるようにさせるには,い ろい

ろな指導法があると思われるが,互 いに 「うまずき」

や 「解決策」を教え合 うようなグループ学習をさせれ

ばいっそう効果的であると考え,主 題を設定した。

<表 1>マ ット運動の到達度 (3年 生男80名)

内容 稗 ミ
る
う

き
名

で
ぐ

できなV
(名) 裂霊拝

マ

ッ

ト

運

動

腕 立 て 前 転 49 37 ラ4

倒 立 65 81

例 立 歩 行

脇 立 て 側 転 72 8

とび こみ 前 転 76 4 95

開 脚 前 転 78 2

開 脚 後 転 2

修)問 題点

マット運動にぉける問題点として,次 のようなこと

があげられる。

① 難 度の高い 「腕立て前転」の倒達度が低い。

②  「つまずき」や 「解決策」がわからないために学

習意欲が低い。

13)原 因

マット運動に関するアンケー トや,現 在までの指導

法を反省してみると次のような点があげられる。

①  「腕立て前転」ができない原因として

ア 初 歩的な指導をおろそかにし,段 階的な指導を

しない。
―
　――
十
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ」」

器械運動におけるグループ学習の効果的指導

―一マ ッ ト運動 「腕立て前転」 を中心 として一―

喜多方市立第二中学校 佐   藤   定   男

(現在 日 村郡小野中学校)

イ 恐 怖感をもつ生徒の解決策を見いだせない。

②  「 つまずき」や 「解決策」がわからない原因とし

て

ア グ ループで互いに 「つまずき」や 「解決策」を

教え合うような指導をしない。

イ 能 力に応じた 「ねらい」や 「到達目標」をもっ

て, それに応じた相互学習の くふうに欠けてい

る。

2 仮 説

は)仮 i光のための理論

前節で述べた問題点の原因をとりのぞくためには,

次のような ことが大切であると一般的にいわれてい

る。

① !旨導者は,ひ とりひとりを指導し,個 別化をはか

ることが望ましいが, 実際にはそれも限られ るの

で,よ いツーダーを育成して, リーダーを中心に互

いに教え合うようなグループ学習をさせれば効果が

あがる。

②  「 つまずき」 の原因を互いにみつけださせ,そ の

「つまずき」 をとりのでくには どのような 「解決

策」があるかを学習カー ドによって指導をすれば効

果おSあカミる。

修)仮 説

「腕立て前転」の学習において,グ ループ学習をと

り入れるならば,技 能の向上が期待できるであろう。

3 計 画

は)方 法 二 群法にょる。

修)対 象 実 験群 3年 4, 5組  男 子 19名

統制群 3年 2,3組  男 子 19名

ほ)組 織 個 人研究を主体とし,必 要に応じて体育研究

部の協力を得る。

に)日 程

① 事 前研究 (5月 ～9月 )

ア 研 究計画の立案。

イ 実 態調査。 (到達度調査,意 識調査,ゲ ス ・フ

ーテスト)

ウ 研 究仮説の設定,文 献研究,等 質群の検定。

② 検 証 (9月 ～11月)

ア 教 材研究と指導計画案の作成。

イ 検 証授業。
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ツ 事 後スキルテスト,は 持テスト。         ②  検 証計画

③ 整 理 (11月～ 1月)                 ァ  実 験群には仮説にもとづいて,グ ループ学習を

ア 結 果の分析                     と り入れ,相 互学習を位置づけた。

イ 研 究のまとめと反省                 0 グ ループ編成は,異 安グループとし, ツシォ

メトリックテストを実施して編成した。そして4 概 要と考察
授業後に,そ れぞれのグループで相工学習しては, 実験群と統制群の編成

① 実 験群 3年 4,5組  男 子 19名             い るかどうか反省させた。

“)リ ーダーは,グ ループメンバーより選ばせ,統制群 3年 2,3組  男 子 19名

② 等 質群の検定                      事 前に リーダーとしての活動内容を指導し,さ

「腕立て前転」の技能の段階 (図 1参照)を 10段      ら に,グ ループ内でも リーダーの活動について

階に分け,抽 出者についてスキルテストを実施し,      反 省させるなどして, リーダーの資質向上につ

技能が等しい ものを対にして実験藩と統制群に分け      と めた。

0 「 学習の段階」 を,学 習カー ド<表 2>に 示た。く表3>の とお り等質であると考える。
し,さ らに 「つまずき」と 「解決策」をカー ド121 経過
(<図 1>参 照)に 示すなどして,互 いに教え① 実 態調査
合って主体的に学習できるようにした。諸調査の結果,「 腕立て前転」 「倒立」など,難

イ 統 制群には,教 師が中心となって指導する班別度の高い教材の到達度が低いこと,グ ループで互い
による学習指導を実施した。に 「つまずき」や 「解決策」 を教え合わないなどと

いった実態をは握した。               ③  授 業の原型

裂階

験 溝実 癖制統

学 習 内 容 ・活 動 形 態 学 習 内 容 ・活 動 形 態

導
　
入

1 学 習のねらいについて話し合う。

2 学 習のポイントを聞く。

3 体 繰をする。

グルーブ

「  斉

グループ

1 学 習のねらいを,は 撮する。

2 学 習のポイントを開く。

3. 体操をする。

一斉 ・

展

　

開

4 基 礎的なマット運動をする。

5 本 時のねらいの運動をする。

O相 互学習を重視する。

Oリ ーダーの助言を重視する。

グループ

グループ

4 基 礎的なマット運動をする。

5 本 時のねらいの運動をする。

O教 師が 「つまずき」を指導する。

O技 能を発表する。

班

班

終

　

末

6 本 時のまとめをする。

O技 能を発表する。

7 体 換をする。

。学習カー ドに記入する。

プ

　

斉

」ルグ

　

一

6 本 時のまとめとする。

7 体 操をする。

O体 育ノー トに記入する。

岩

若

④ 学 習カード

<表 2>マ ット運動 「腕立て前転」学習記録表 (画用紙に印刷)    M34 番  氏 名

(個人の到達日標を記入させる。) 反省 (技能の伸びや, グルーブ学習の

反省を記入させる。)
到 達 の め や す

めあて  評 価 上達したところ。

教えてもらったところ。

つますいた

ところ。
解決策

段階 内 容

1 2 3 4 5 6 7 8 1 補助困立ができる。

1

―到達のあやすを記入

一学習後の到連を記入

2 ステップロ立ができる。

3
を地でしり↓らをついてしま

2
｀
4 どうやくたてる。

3

5 首 音 をまるめて立つ。

6 中壊で立てる。

4 以下く図1〉の|ヨ達のめやfJ

を参照

所     報

―

　

　

‐
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く図1> 「 腕立て前転J の (到達のめやす)

| つ_ま _ず _き _|

(つまずき)・ (解決策)の カー ド

1 解  決 __策1到達のあやす |

ロ ス テンプ惇J立

ができる。

ロ ス テップ倒立

ができる。

国 着 地でしりも

ちをついてし

まう。

・倒立でひじがまがる。
・腹がでる。

・肩が前にでる。
・着地で腰がまがる。
・振 り上げ足がよわい

してステップ壁倒立をす
をる。

・倒立をするとき首をおこ

し,床 から30mの ところ
を見る。

耳に

振 り上 げ を

強 く早 く。ァ

首 をおこす。

・のびのびと壁ブ

リッジをする。

・台上から腕立て

前転をする。

□ よ うや く立て一→

る。

回 首 ・背をまる

めて立つ。

うさざとびをする。  ・ 倒立を矯正する。

・肩が前にでる。 ・背がまるく

なる。 ・ 首がおきない。
・足が早く壁につかない。

背をまるめてしまう。 ・ひじ

がまがる。 ・振 り上げ足がよ

わい。 ・手をつく瞬間,か ら

だをちぢめる。

□

回

□

回

回

⑤

中腰で立てる一→

直立姿勢で立一→

てる。

き,■いに立て→

・上体のふりおろしがよわい

・振 り上げ足がよわい。

・腕のつっばりがよわい。
|二

・大きなステップからB,Cの 周辺技能を反復練習する。

る。

ダイナミックに他の種目と連続できる。

ダイナミックに2回連続できる。

検証授業

ア 題 材名  マ ット運動 「腕立て前転」

イ 指 導計画と配当時間  5時 間 (250分)

指導過程

1 学 習のねらいについて話し合う。

○前時の到達と,つ まずきをもとにめあてを

つかむ。

2 腕 立て前転の練習要領の話を聞く。

O腕 立て前転の補助のしかたについて知る。

3 体 操をする。

O運 動の順序,方 法,要 領がわかる。

“)走 る 5周 ,12)定 の屈伸 711回

●)首 ,手 首,足 首,5回

化)手 くび,ひ じの運動 郷 回

ウ 本 時のねらい。

の 補 助腕立て前転ができる。

“)自 己の 「つまずき」や 「解決策」 を見つける

ことができる。

0 腕 立て前転の補助のしかたがわか り,互 いに

教え合って相工学習ができる。

1 各 自の学習のねらいだけでなく,各 グ

プの助け合いについても確認させる。

2 特 に,大 きな 「つまずき」のある生徒ヘ

配慮を忘れない。
・巡視によって確かめる。

3 適 当に運動する生徒には,巡 視して

る。

グルー
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●)パ ーピーテスト 如 恒|。ほ)うさざとび,

倒立走行。F)ブリッジ 5回

4 基 礎的なマット運動をする。

O前 転→フルターン→前転 O後 転→フルタ
ーン→後転 O B8脚前4広,開 脚後転

5 補 助腕立て前転をする。

O互 いに 「つまずき」を教え合う。

O図 を見て要領を知る。

は)肩の入れ方―上体と両腕が 180°

O)足の振 り上げ―振 り上げ足を強く

は1首のおこしかた一壁倒立のように首をおこ

す。

O交 代しながら補功する

〔隊形〕

4 工 いに教え合って,練 習させる。

5 巡 視によって,次 のことを示唆する。

は)グループで互いに教え合い,激 ll」lJし合う。一　

　

　

　

】

ル
　
　
　
　
ル

”「
―
―
―

ヨ
幻
―
―

「
バ

プ

斉

斉

一
ン

25′ 樹とを喬母骨合,忌告2骨綜9号号告3子畳|
・
告?:景宮坑こ名を1最盟 誰許岳3FI

晶
直

☆饗尭星
□

0

□

台「凹
抑

／
□

□

0 検 証と考祭

①  「腕立て前転」スキルの結果

ア 「腕立ておt転」スキルの変容

<表 3>腕 立て前転のスキルの変容

〔表の見かた〕

O数 年は,く 図 1>の 腕立て前ほの

の段階を表わす。

O事 前テスト  5月 如 日

○事後テスト  11月 1日

O事 後 1(事 後テスト1週間後の,

11月8日

O事 後 3(事 後テスト3週 間後の,

1 1月牙日

6 本 時のまとめをする。

O到 逮段階を角iり,技 能を発表できる。

7 体 操をする。

O解 緊の体換により筋内をほぐす。

(記入は,授 業終了後)

「腕立て前帳」のスキルテストの比較

<表 4>腕 立て前転のスキルテストの比職

技能の伸び

は,<麦 3,

4>か らもわ

かるように,

統制辞より進

歩 が み られ

た。

能力別にみ

崎    る と,特 に中

位,下 位 (段

階 2, 3,4)の 生徒の伸びがめざましく,14名中13

名が中腰で立てるようになつた。特に, C君 は, 3の

段階から7の段階に進歩している。

このように,中 位,下 位の生徒が上造したのは,事

後の意識調査や,観 奈から考えると,学 習カー ドによ

って学習のしかたや,技 能の要領がわかるようになっ

たこと,グ ループで二いに教え合うようになったこと

にあると思われる。

第3時限前後の授業から,グ ループ学習の効果が現

「到達のめやす」

は持テスト)

は持テスト)

,
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われ,技 能の要領と,「 つまずき」や 「解決策Jが わ

かるようになったため,学 習意欲も高まり,練 習量も

多くなつている。上位の生徒 (段階5,6)の 仲びに

ついては,あ まりJll歩がみられなかった。その理由と

して,上 位の生徒は,中 位,下 位の生徒への助言や,

綿助が多く,練 習量が少ない ことが指i的できる。以上

の結果から, 7時間とい う短時間の授業であったけれ

ども,仮 説が実証されたと考えられる。

② グ ループ学習の変容について

く表5>グ ループ学習の変容

〔表 5〕 の兄かた
…互いに激励し合う活動。
一五いに 「つまずき」を,

教え合 う活動。

〔討抑iの得点基準 (有陥)

を5段 FrrLに設定し,授 業

後,グ ループで得点を記

入させた。〕

<表 5>か らわかるように, 2～ 3時限にかけ

て,グ ループで互いに激励し合ったり,教 え合って

学習していることがわかる。 こ れは,学 習カー ドに

よって,「 つまずきJや 「解決策」がわかり,さ ら

に,グ ループメンタミーのコミュニケーションが成立

し,五 いに活動し易くなってきたためと思われる。

③ リ ーダーの変容について

く表 6>リ ーダーの変容

〔表6の 兄かた〕
一学習におけるリーダーの

活動。

〔評価の得点基準 (省降)

を5段 階に設定し,授 業

後グループで得点を記入

させた。〕

く表6>か らわかる ように, 2時 限の授業で

は,リ ーダーの活動にとまどいが兄られたが, 3

時限からはグループメンバーと, リーダーとが互

いに協力し合 うようになり,自 信をもって リー ド

するようになつてきた。

に)結 論

① よ い リーダーを育成し,互 いに,モi極的に教え

合うようなグループ学習をさせれば,中 位,下 位

の生徒の技能向上がはかれるが,上 位の生徒の技

能進歩は見られなかつた。

②  「学習記録表Jや 「つまずきと解決策Jの 学習

カー ドを使用することは, 1時 陪!のねらいや,到

遊目標を具体的には握させることができ,意 欲的

に学習させることに役立つ。

①  「互いに協力して学習する」 ことが身につき,

他教材においても,主 体的に学習するような転移

の傾向がみられる。

5 反 省と問題点

く実験授業後のアンケー ト> (実 験クラス38名)

間 1 以 前の授業と比較して

① 楽 しかった。36名 ②  わ からない。 1名

① 楽しくなかった。1名

問2 マ ット避動に対する意識

① 以 前も好きだったが,今 も好き,11名

② 以 前はきらいだったが好きになった。23名

③ 以 前もきらいだったが今もきらい。4名

問1に示すとおり,楽 しく学習できたことは,生 徒に

とって内的報酬が あったことを意味するものと思われ

る。
一方,問 2に示されているように,今 もマット連動が

きらいと反応した生徒が4名 いる。グループ学習の効果

的指導というテーマを達成させるには,研 究計画に甘さ

があり,改 善しなければならない問題点が多くあったよ

うに思われる。この研究をもとにして,こ れら体育の学

習指導にかかわる問題点をひとつひとつ解明していき

たヤヽ。

参考文献

・教育研究の実践    福 島県教育センター

・器械運動の指導    道 和+院

・中学校の小集団学習  明 治図.P

・教師のための体育科  河 出苦房

“
研究集録ありがとう

"

前号で,県 内各校の研究成果である 「りF究集録」の寄

贈をお願いしましたが, 11月中にご寄景曽くだ さった学

校,団 体は下記のとおりです。

〇いわき市 (江名小,,1名ヽ浜西小,国人一小,平一中,

錦中)

O福 島県小学校長会   O郡 山市教委

O川 俣町 (山本屋小)  O会 津若松市 (第三中)

○自河女子高校     O福 島市 (第二小)

O福 大附属小      ○ 白河市 (第一小)

はんとうにありがとうございました。

県内教育仲民のため, これらの貴重な研究49の活用を

図るよう,今 年度から,特 にその収集に努力しておりま

す。

本年度の研究もまとめの段階にはいっていることと思

いますが, まとまり次第,或 いは,研 究発表会等終了次

第, 1部 ご寄贈くださるよう重ねてお願いいたします。

なお,本 年 1月から12月末までに当センターに寄せら

れた県lj l外の研究物は今年の 「教育資料件名目録」に登

載し来年4月 には各校にお屈けいたします。



1 6 1 第 29号 報所

<学 校経営講座 (B)研 究報告>

1研 究 の 趣 旨

学級経営がスムーズになされる
~l提

として,学 年

経営がしっかりなされておらねばならないと考えら

れる。それは学年経営の性格上,学 校経営と学級経

営の中PHsの具体的な経営 ・指導の基盤が形成されて

いると考えられるからである。つまり,教 育目標の

具現化であり,教育訳程の共体化であろう。しかし,

学級独自の孤立した考え ・学級王国の出現など現在

でも必ずしも統一され認識された経営がなされてい

るとは限らないであろうし,そ うしたことの存統し

ていることも事実であろう。本校においても,

伍)学 fF会の運営が円汁に行われていない。

修)学 年経営そのものの本資がやや」!解されていない

ところがある。

など,取 りあげねばならない問題点が数多くある。

そこで,学 年経営を進めていくには,そ れらの阻

宇する条件を解明し,共 通理解にたち,計 画性を持

たせた学年経営が行われなければならないのではな

いかと思 う。つまり,経 営上の実態をさぐり,今 後

どうしていけばよいのかとPll題点をH71らかにしなが

ら,真 の学年経営を進めていきたいと考えた。

2見 と お し

学年経営がスムーズに運営されない原因はさまざ

まあるだろうが,

は)学 年経営の実態がよくわかっていないために,た

だ形式的に推進してきたのではないか。

12)学 年主任の役割や職務内容が明らかでないので,

職務の遂行に支障があったのではないか。

ほ)共 通理解を必要とする経営上の問題を解決するた

め,各 学年年間経営計画案が作成されなければなら

ないのではないか。

という考えにたって,学 年経営についての実態や意

識を調査していけば,学 年経営の機能をさまたげる

問題点を明らかにし,改 善の手がか りを得ることが

できるであろう。

3研 究 の 方 法

は)調 査内容と方法

① 研 究構想の相立と文献研究………………… 6月

② 学 年経営の運営のあり方について

質問紙調査………… ……… 7月

圧倒的に 相 互の連

絡調整のできる学年

会の存在は必要であ

るとしている。必要

としている学年会の

内容を考えなければならないだろう。

② 学 年会の運営

比較的よく運営されているようだが,「 運営され

てないJ134%は 少し気にかかることである。

③ 学 年会の重点

(本 校 )(会 津B校 )

上部からの連絡調整 10 o
く%〕

27.9

指導に関する連絡調整 4, , '' 8

学年内の人周関係 16 7

学年事務の連絡調整 20 o 22 1

生徒指導に関するもの 10 0 10 ,

|

① 学 年会の必要感

必要あり 1   99,%

必要なし 1   67%

学 年 経 営 上 の 問 題 とそ の改 善

須賀川市立第二小学校 金 沢  富 士 雄

③ 学 年の人間関係について

質問紙調査…………… …………………9月

④ 学 年主任について,学 年会の改善点について

質問紙調査………………… …… ………11月

⑤ 調 査結果の処理…………………………7月 ～11月

⑥ 結 果についての考察とまとめ… ……9月 ～12月

4 研 究の結果と考察

“)学 年会の連営の現状について

1学年経営の実態が実態がいかなるものであるか,そ の共

十通理解を持つためにその実態をr13査してみた。

よく運営されている

よい迎営とはいえない
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て
　
％

じ

　
ヤ

応
　
発

に要必

「上部からの……」については,少 しおろそかに

しすぎているように思える。また,「 学年内の人

間関係」については,か なり気にかけている傾向

があり,円 滑な学年経営をしていく上の問題点が

ひそんでいるように思える。他校に比べると意外

な感がしてくる。 「指導に関する一」が重点とし

てかなリウェー トがかかっているのは喜ばしV 。ヽ

④ 議 題の選定

ア い つ決めているのか

前日

67%

大部分がその場的な選定をしている。なわら計画

的でなく,建設的な積み重ねがないように思える。

経営の内容の深きの ともなわないものになってい

る。また,継 統性のないものになっていることも

推測できるのではないか。

イ だ れが決めるのか

学年主任に負うところが大きい。それも常に先の

見通しを持っていなければならず,ほ とんどが,

その司暁にかかっているといってよい。

⑤ 議 題の内容

12)学 年経営が円滑にいくために

① 学 年経営を円滑にさせる方法として

経営計画に対してはなぜか重要性を持っていない。

ここでもやはり自分たちの 日常的な過ごし方にのみ

考え方が走っているようだし,全 体を考えた発想や

く円滑>の 真の意味あいがにごされてしまっている

ように思える。また,学 年主任にたよりすぎている

ところもある。

② 学 年のふん囲気づくり (学年の中で)

どちら そ うは
そう思う と もい 思 わな

えない い

竹)学 年の話題は建設的で
ある。

(ワ6)
60 o

(ワ6)
1, 3

％

住

(9 云
審縁走協彎尋僚暫字 ,9., う6 7

の 男 女教師がその立場を
認めあっている。

33 , 67

中 行各霧露野あ烏違急ぴ
宝 り用 られ たい ぃ

76 7 10 C 19 ,

い 教 師として十分な自党
を持っている。

66.7 10 o

い 自 分の考えを自由に発
言できる。

7,.: 6? 20 c

重動

。

行
る

や
い

見
て

意
れ

の
ら

分
じ

自
ん

出

,6 ( 6.7 ,6.?

0 学 年主任が事前に手だ
てを講じている。

66.7 19, 20 o

(どちらともいえない)を 否定的立場としてt7tうと

竹)lrlmoOの 5つ が問題点として浮かびあがってく

る。特に0と (めについては そ の対立は接近してい

る。ふん囲気づくりに疑問を持ち,よりよい学年にし

ていこうとする意欲がそうさせたのかもしれない。

朝

％

の
　
拘

日
　
的

のそに
　
％

由
，
　
お

日
　
い

当に
　
％

び
　
ゎ

た
　
‐３

の事

1行

|

学校行尊

283%

底 挙 ミな 岸

2う0%

供 44ワ 「友

20o% 10o% 167%

上位工項目だけを考えてみると,す べて,自 分た

ちの事務的処理,ま たは目先だけの安易な連絡調

整だけにとどまっている。これらの議題は進展を

めざす学年控営のそれとは異なるものではないだ

ろうか。

く考 察 >

以上,「 学年会」のことについてその概要にふれた

が,具 体的運営に関しては一貫性に欠けると思われる

ところもあり,や やバラつきがある控営であることが

よくわかる。

本校では学年会の開催を定期に毎週金曜日に開くよ

うに位置づけられていて,そ の開催も打%の 高率を示

している。 しかし,二 学期末までの金曜日を調べてみ

ると,676%が 学校行事等でつさされているのが現状

なのである。学年会の開催をいかに苦しく難しくして

いるかがわかろうというものである。学校経営のしわ

寄せが,学 年 ・学級経営におろされ,阻 害条件の一つ

になっているのも考えなければならない問題点といえ

よう。

学年経営がスムーズに行われるには,人 間関係

ふん囲気づくりが どう意識づけられているのか

を知る必要があろう。

人 人

学年内相互の連絡を密に
ン  23A

教材研究の時間の確保 ン 16人

学年主任がしっかりして
いる ン 13人

児童の実態調査 経 営上
の計画を 物    10 A

父兄の要望の共通理解
ン    1 0 A

その他 ン 18人
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<考  奈 >

以上,学 年のネル囲気づくりなどを調べるにつけ,

人間rll係の重視,一人一人の認め合い,積極的行動,人

格尊重を基底として,教'F一人一人の自党の中から,山

積している問題点をてい,Rいに解決していってこそ,

回い補びつきと人間味あふれた学年が誕生してくるこ

とがはっきり裏付けられるように思えてくる。しかし,

まだ経営干1画をおろそかに考え,相 互理解をはっきり

させる<行 事予定計画表>の 必要性に留意できないで

いるところに,学 年経営が進まない所以があるのでは

ないか。だが,学 年をよりよくしていこうとする努力

や意向が感じられることもまちがいではないだろう。

ほ)学 年主任について

学年主任のリーダーシップの重要性は明らかで

ある。そこで,学 年主任に対する考え方はどう |

であるのかを探ってみる必要が出てきた。   |

① 学 年主任に期待すること

資
わ
長 舎 緩 本 核

学年内の計画性 ・統
制をはかってほしい

0の 「学年内の和合」217%は 他被に比べると期

待度の高いのが特徴だが, また(りの15%も学年主

任の本来の役割を無視している結 果 に なってお

り,学 年主任に対する考え方が被lIPであることを

意味しているのではないだろうか。

② 学 年主任にすべてをまかせておけば女心できる

という気持ちになっていきそうですか。

この結呆からは, 自主性のと4ゴしさ,気 持ちの5]

さ,協 調性のうすさ,そ して学年を見つめること

からの逃道が見受けられてならないような気がし

てくる。

陣
隅
」

なっていきそうです

らないだろう

| ―|;:::||

「学年主任次第で学年経営が左右されるのか」の開

いに,(思 う)と 答えたのが633%と 半数以上の人が

そう考えていた。学年主任がいかに重要であるか,そ

の 存 在 が重みのあるものであるかがわかろう。しか

し,(思 わない)と 答えた人々は,学 年はみんなで経

営するもの,主 任は特別な人なのではない。という意

識を持っている。この367%の 人 々に も意を通じ合

わなくてはならないだろう。 こ の他に主任のタイプを

調査しただけでも,<思 いやり>く 寛大>く 企画力>

<実 行力>く 決断力><誠 実><信 lFl>くユーモァ>

など注文は殺存‖してくる。また,そ の仕事の内容もい

ろいろ雑多である。<企 画立突><連 絡調整><PT

Aと の連絡><Arl扶相手><生 活指導>な ど,か なり

の量 (期待感)が こめられている。しかし,上 記の調

査の中から受け取れることは,「 ともにやろう」とい

うことよりは,「 やってください」のように感じられ

てならないのである。

“1 学年経営の出!題点と改善点

学年経営の今後の1胡題点や改辛点について ど

う考えているかを明らかにしてみなければ 今

後の手だてはうてないと思い 〕8べた。

① 現 在の学年経営を改善する必要がありますか。

なんらかの改善を望む声は政いようである。それ

だけになわらかの問題が内包されているのだと思

われる。今まで気づかないでいただけに,困 難な

根の深い問題なのであろう。しかし,今 のままに

しておくわけにもいかないのなら,勇 気をもって

改善にあたる必要があるのではないだろうか。

② 学 年会実施上の問題点

時間をどう」=み出すかが問題であり,行 事との関

係も指摘されている。

この結果からは,自主性のとばしさ,気持ちの34き,

協調性のうすさ,そ して学年を見つめることからの迷

避が見受けられてならないような気がしてくる。

<考  祭 >

警摯謎糾竿製響|
誓唇し客造じ領

導助

1叫 州 叫

1 必要があります

必要あ りません

学年内教師の和合を
はかってほしい

い 民 主的な学年経営を
はかってはしい

学校行事のため 予 定された時
に実施できない
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③ 学 年会の問題点の改善

教育内容や方法についての研修の

場にする
,00%

学校行事を精選して時間を見出す 21 7

学年の年間計画具体案を作成する 20 o

連絡や協議の方法をくふうして,

能率的に運営する
19 ,

学校における学年会の位置づけを

明らかにする
8 ,

その他 6 7

運営の基本である年尉l計画具体案に改善の要はな

いのだろうか。 こ の具体案があって初めて改善の

第一歩といえるのに,20%と は少し低いのではな

いだろうか。だが,<研 修の易>を 学年の中に強

く求めているということは,お 互いにはげまし合

い,そ のお互いの中でもまれながら,明 るい学習

を統けていきたいという志欲のあらわれであり,

やろうとする気力が充満しているのが察せられて

ならない。しかし,こ の改善の項目の中で 「校長

教頭も学年会に参力「する」 というところでは,意

外にも0%で あったのは,一 体どうしたことなの

だろうか。

く考 奈>

現在の学年怨営の政孝は必要であると考えていなが

ら,ま だ,表 面的なところしか考えつかないている

ように思えてならない。放課後の打ち合わせの時間

も,高学年になるにつれてますます持てなくなるし,

持ったとしても短くなっている。そこにくふうがな

ければ学年会は開けないことになるだろう。ある学

年では昼食時に給食を持ち合って行っている場合も

あるし,あ る学年ではく学年回らん板>を 利用し,

定期的な時間を使って連絡調整をはかっている。こ

のようにわすかなアイディアで効果をあげている学

年がある。

改善の眼目は 「時間の確保」のようであるが,な ん

らかの姿で,定 期の学年会が開かれるよう努力する

ことが大切だし,そ の開lFr日の確保も忘れてはなら

ない大切な事項の一つであろう。

61「 学年経営」をどう辞価しているだろうか。

学年控営とい う立場で ど ういう評価をして

いるだろうか 調 べる必要がある。

く考 察>

評価の項目によってスタイルは変わるだろうが,上

記の項目の場合ではわりと平均したグラフの様子を示

している。だが,実 質は果たしてどうなのだろう。今

までの調査結果からも推察されるだろうが,こ のグラ

フとは以つかぬ結果だったのではなかったろうか。そ

れ故,こ れからの学年経営のあり方は,現 の中で計算

されたものではなく,実 のあるものでなくてはならな

いと痛感するところであろう。

評価(42)の 行事指導は,対 外的に華やかであり,

指導しやすく,見 通しも立ちやすいということから高

い点になったと思われる。 (34)の 学年目標の具体

化についてはかなり難事であり,今 後の課題の一つに

なりそうである。

いずれにせよ,評 価項目の選択にくふうを加え,さ

まざまなグラフを作 り出し,学 年経営向上の材料にし

ていくのが,評 価上の今後の問題となるだろう。

今 後 の 課 題

は)学 年終営の根本側題

① 学 年主任の経営センスと自党

なんといっても中心である。豊かな人権を要求

されよう。さらに,機 に敏にしてその物腰も優Ifr

であることも必要となってくるだろう。つまり,

経営マンとしてのセンスと自党を, これからはだ

れにも要求されてくるであろう。

② 人 間関係の確立

心と心のつながりが基調となり,<思 いや り>

の中で楽しく,の びやかな学年経営がなされてい

かなくてはならないと思 う。しかし,そ こにはあ

る程度の 「我」を押さえる必要性も秘めていると

考えられよう。いずれにせよ,お互いが認め合い,

ささえ合っていく心のあたたかさが必要である。

学社日転の実践化

学年の生活指導
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③ 柚 極性の喚起

自分の学年をよりよくしようとするからには他

人の手にまかせるわけにはいかない。他人の手を

待たずに, 自分の手で実行していくところに新し

さを作り,新 しさが感じられ,そ して変容の喜び

もまた一段と大きく感じられるようになるのであ

ろう。そこに 「積極性」の欲しい理由がある。

修)具 体的な方策

① 学 年経営年間計画案作成と実践

年間の見通しを立てさせ,具 体的な指導ができ

)t通理Flrに立って,安 心して目的に進むことがで

きる。そのためには,こ の計画は他の指導面と関

連させたわか りやすいものに作成し,ぜ ひ身近か

に置きたいものである。自主性はより芽生えよう。

② 神 1主任会新設

従来″学年主任がそのまま企画委員になってい

たところから,副 主任としての立場や役割が少し

うすいきらいもなくはなかった。そこで,学 年主

任会のかわりに,副 主任会を設け,学 年間の連絡

調整,行 事等の話し合いなど,学 年主任とともに

学年経営を円滑に運営していく打i助役として,十

分に活躍してもらいたいと考える。

③ ゆ とりある教育課程の編成

<研 究 実 践 枝 紹 介 >

教育課程の中での行事の持ち方や時間の取 り方

による<ゆ とり>は ,勿 論これからの経営の研究

課題になっているが, その学年がなんらの拘束も

なく,自由に使える時数を教育課程におこりこみ,

計画i性を持たせて,学 年独自のプランによる行事

を行わせることはできないものかと考える。そこ

には奇抜なアイディアと目を見張るような児童の

自主的な活動がうかがえるだろう。

④ 隣 接学年の担任オープン制の避用

構想はさだかではないが,担任のワクをはずし,

隣接間志の教lrK組織のくふうはできないものだろ

うか。児童にはかなりの刺戦となろう。また,明

るさもさらに出てくるのではないか。そこには学

年を超越した連帯感が生まれてくるだろう。つま

り,「 和」を広tデることになる。教師としては,

意識転換,意 欲向上,協 同形態の啓発。児童とし

ては,閉 鋭的意識の除去,多 数教何'との人出性の

接触,と 大きい収穫が予想される。

⑤ 学 年経営の評価

反省は常になさねばならない。そこから次予1画

のめやすがわき, 自分の学年に対する愛着という

ものが深まっていくのではないかと思われる。

南会枠郡田島‖コ立田出小学校

校 長 野   中   宗 右衛門

<1> は  じ  め  に

学力向上のための,具 体策の研究には,世 のすべ

ての教師が, これにとりくみ口々実践してきたとこ

ろであるが,当 校もまた昭和49年度間は, もっぱら

基礎研究調査におき,次 年の的年4月 より実施する

ことにした。//J論このことは, 1年 2年 で終るもの

でなく,永 く研究と実践とを継続し,そ の上で評価

されるべきものである。

又このことは,単 に教師のみで解決されるもので

はなく,教 育突践をささえている諸問題が併行し解

決されるよう経営をしなければならない。

例えば,教 師の特性,施 設充実,行 事調整〕完全

授業,指 導組織,等 幅広い問題をかかえている。

然しながら,学 力向上に対するわれわれの生きる

道として考えるとき, 日々好日であるための直接的

な構えは,教 師陣の協力組織に着目しなければなら

学 力 向 上 を め ざす教 科 担 任 制

学校沿革研究頼要

明治6年 6月 22日 制 立 |,代 官所跡に開校

昭和切年7月 1口 田 島町立田島小学校と改称

昭和郷年2月 3日 創 立80周年記念式式挙行

昭和40年2月 15日 創 立tlll周年記念新故
・R制定

昭和に4年 3月 31日 体 育研究校としてzFI指定

昭和44年12月3日 給 食実施優良校として文部大1■

より表影

昭和46年4月 1日 国 語:算数体育の研究校に指定

昭和々年9月 6日 倉J立百年の学校として県教委よ

り表彰

昭和49年9月 1日 小 学校における教担制の研究

昭和的年3月 31日 校 合全面改案工事完了

昭和抑年4月 1日 教 科担任制5～ 6年 8学 級に実

施

◇児童数 8∞名 ◇学級数23学級 ◇教職員合計37名
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ない。教師協力とは,形 式的な協力ではなくて,教

師集団として名実ともに教育活動実践を,各 自の特

性を発揮しながら分担協力することである。

本校の多くの教師がすべて万能だとはいえない。

それぞれの特性をもっている。その特性もまたいろ

いろあるが,教 科指導の得手,不 得手の面だけをみ

ても,学 力を向上させる策として協力分担方式にょ

り,解 決をとらねばならない。又同時に児童個々の

性格,能 力を広く大きく育成するためにも,全 教師

の協力態制を確立することが,小 学校教育の中で生

かさねばならない。

一正面玄関一

つまり,長 い歴史をもつ学級担任方式をどのよう

に改造していくかに究極は,せ まらなければならな

いと考える。

く2i> 学 力向土をめざすために

学力といっても限 られ たものであってはならな

い。学校における教育課程にしたがって児童が学習

の結果,獲 得した総力であって,感情,知能を含め,

児童が後天的につみ重ねた知識 理 解 態 度などを

総称すべきであろう。

現代社会において, 日進月歩の生活に適応し,そ

れをいっそう高めていくためには,一 段と高度な学

力を必要とする。

ここで学力決定の条件を考えるときに,

①外的条件 地 域性,学 校規模,施 設設備,教 育費

教師構成

②内的条件 研 究体制,教 師の意欲,能 力,

研究時間不足,雑 務,行 事多忙,

資料不足

後半の教師の問題をみても,各 種条件が,ひ そん

でいる。そのひそんでいる1つだけでもこれをとり

あげ,合 理的に学力向上への道を歩みたいと考えた

ものである。

<3> 指 導教師の基礎条件

① 学 習の主体は,児 童個々の個人である。つまり

個人ごとの人間形成を目ざすということ。これは

個性における社会性の面を忘れてはならないこと

になる。

それは,集 団協同などのt■会的な結びつきである

からである。

② 児 童は,現 在多くの友逮 ・教師が組織化された

つまり学校教育の社会において生活し,そ の社会

をおし進める働きをしてお り, この教育のⅢから

社会性を育て,社 会に適応させていく基本を指導

体得させなければならない。

小学校において,社 会化を本当に考えるならば

学級内での教師対児童,児 童相互問だけでは不足

である。その拡大に応じ当然指導者を増加してい

かなければならない。

最近の非行防止,安 全教育などと複雑化してき

たこの姿に対して,学 級指導のみでは,過 重な負

担といわなければならぬ。量的にも,質 的にも拡

大深刻化している現在の児童の行動に応ずるため

には,学 校は教師の組織的避営によって,対 処し

なければならない。

いわゆる学校づくりは,学 級内で進められるも

のであった考え方よリー歩前進して,学 年や学校

としての広い範囲にまで広げて, 目ざす教育をす

すめる必要がある。

-5年 3組体育教担授業一

③ 教 育方法においては,学 級担任のみが指導する

ことは,発 達に即応する趣旨においては可能とい

われよう。然しながら日々の教育実践において,

平均化の教育作業をしてきたにすぎない。学級担

任制の下ての一斉授業に, この感が深いように思

われる。

④ 学 校教育実践においては,特殊化,専用化をすす

めることが大切である。教師の生産率を高めるた

めには,そ れに関係する人間関係が重要である。

よい人間関係から職場のモラールが生まれること

は,学 校も又同様である。つまり,一 定の役割を

もって,他 から認められるような状況を希望する

に違いない。こうした心情をうけいれられて,モ

ラールが高まるものである。
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教職員は,学 校の使命をはたし,教 育効果向上

のために,運 営体制が必要であり,そ の中で運営

に身を尽くすことによって,モ ラールが高揚する

ものである。

<4>学 級担任制の分析

① 学 校の目標や方針も学級ごとの実践にまかせら

れやすく,そ れが学年なり学級にマンチした計画

的なやり方の場合はよいが,多 くはただ各学級に

まかされているだけである。計画的,段 階的に分

担されるまでにいたっていない。それは学級間に

厚い壁があることによる。

多少の問題はあるとしても共通的な問題として

“)孤 立閉鎖になりやすい

0 担 任の独善独裁になりやすい

0 習 lFl的,主 観的となりやすい

ll 他 学級と対立し排他的になりやすい

② 等 質性をねらって学級を編成しても,ま もなく

担任による学級差が出てくる。学力の格差ばか り

でなく,運 動に学習に,そ して態度にもあらゆる

分野に見えてくる。

特に生活行動, しつけの面において差が大きく

なることは大きな問題といわなければならない。

“)担 任の実力,技 術,教 科の得手不得手

0 経 験の多少,熱 意の有無

い 健 康の如何,気 質性格などからくる問題

③ 学 級の壁の中で,積 極性がうすれ,万 事ことな

かれ主義におちい りやすい,毎 年同じような行事

と学習のくりかえしで,改 善工夫の余地もなく,

惰性的なその日ぐらしになりやすい。

④ 担 任の性格や行動のゆきすぎとかたよりがあら

われる。男子教員の場合,又 女子教員によるため

など,教 科の指導においても児童の実力に差をつ

け,国 語,算 数,社 会,理 科のみに力 を入 れた

り,反 面技能科は軽んぜられ指導も不十分である

などは,担 を教師みずから偏食しながら,偏 食を

正そうとするようなものである。

⑤ 学 級担任制による教科の指導は, なんでも教え

るために, 自律的な学習と行動に対して,愛 情を

そそぎ過ぎ,そ の結果,思 考,選 択,創 意,工 夫

等の苦労体験する場が不足する結果が生する。

③ 幼 稚で未分化だから,総 合的に教え,又 基礎だ

から何でも教えるとい うことは,低 学年において

認められたにしても,高 学年においては,全 教科

指導方式は,教 師自身は勿論児童の学習欲を満足

させ得ない現実を見なければならない。

② 児 童は,担 任教師を選さことはできない。つま

り宿命的事実として固定化されることである。

このことによって,不 満が生まれ,形 にはあらわ

れないまでも,教 育活動の拡充をさまたげること

も認めざるを得ない。

く5>教 科担任のねらい

① 学 力向上への指導力強化となる。専門教科の分

担指導により,学 力の向上,能 力の開発をはかり

教師の特性をフルに発揮する機会を与えることが

できる。

② 学 校運営体制の現代化を推進する。学校経営の

中に合理的な機能的な体制ができていなければ,

,そ の現代化を求めることはできない。つまり能率

と充実した効果を求められない。

-6年 1組理科教担授業一

③ 生 活指導の強化を推進する。生活指導は学力向

上とならんで,綱 餓をもって計画的に努力しなけ

ればならない。特に学年協力担任方式により,学

年体制の足場の上に構築した組織の力により人間

形成の全体をめざす生活指導の強化体制となる。

④ 施 Ft2・設備の充実活用に万全。同一教師が同一

教材を取扱 うために準備,手 数がはぶけ,工 夫を

加え,学 習がいっそう充実していくことになる。

③ 事 務の能率と研修の深化に万全。教科担任制に

おいては,教 師の専門性を深めかつ活用するとこ

ろにあるため,研 修,準 備,処 理,教 科学習の充

実が目立ち極めて重要なことである。

<6> 本 校における教科担任制の運営の実際

“)本 校での名称  高 学年 1部教科担任制

修)実 施の根拠   指 導要領総則による

「指導の効率を高めるため,教 師の特性を

生かすとともに,教 師の協力的な指導が

なされるようにくふうすること。」

●)長 所と短所

① 個 々の児童,集 団としての児童が多くの教師

に接することが可能となり,全 人的接独の機会

が豊かになる。

② 教 師の人格的影響を深くうけることとなる。

③ 学 習指導,生 活指導両面にわたって総合的全

人教育を計画的に指導することができる。

④ 教 科間の連絡統合が容易であり,学 方向上に
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⑤

③

②

つながる。

児童の個性をは握するのに,多 面的に可能な

らしめる。

積極的指導を容易にし,学 級間のバランスと

協力連帯責任感が高まる。

総合集約一覧表で比張してみると次の通 り

O集   団 …………………個  人

O記  憶 …………………探  究

O無 活気ふんいき…………学習に情熱

01教 師の城から…………全部の教師の城

O時 間表の変更自由………変更不能

O熟 練教師から… …………専F弓教師

O台 所のような教室………図書室のような教室

Oあ わただしい教師………ゆとりのある教師

Oぱ らばらの進度…………同じ進度

O教 具のから合い…………有効に活用

t8託駅密:争iII瑠客蟄
所

① 教 科中心主義におちい りやすい。

② 知 識主義におちいりやすい。

“)教 科担任制研究推進の基本的認識

① 率 直な現場のヂfを大切にする。

② 教 育効果,指 導効果の確認のための適切な組

織化と考えられる。

③ 協 力教授組織の確立をめざす。

④ 導 入を「ユ害する要因を確認し,条 件整備のた

め理解する。

・基本的事項の共通理解

・導入準備の条件整tlを抽出し対 策 を考慮す

る。

の 要 因と思われるもの

“)条 件整備の基本的事項

幅)本 校の実施方案

① 目 的 学 校教育の全体構造から意図的に教育

の効率を高めようとする。

具体的事項
・学級の閉鎖性の打破

・学力の向上

・指導格差の解消
・生活指導の徹底

・教師自身にとって研修意欲と指導力

の向上

② 組 織

∽ 関 係学年 (実施学年) 5～ 6学年 7学級

14)関係教師

 宮 を素量岳

級担任

 を 看1計

11

0 教 科分担

い 学 級担任が 自己学級への指導担当は

道徳,学 級指導,学 級会活動,及 び

国語又は算数のいずれかの教科とす

る。

C 担 任外教師又は他学級への教科

自己学級指導教科の算数又は国語。

体育。音楽。家庭。図工。

理科。社会。習字。

③ 学 級オープンで指導にあたるもの

クラブ活動。

③ 編 成上の留意事項

原則として週持時数の平均化を図る

特別の場合は1～ 2時 間の差が生すること

を認めること。

時間割の編成にあたっては,指 導時間割,

指導学年,指 導教科に合理性をいかすよう

短

1 7 1

14)

一社会科教担授業一
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0

つとめること。

同一学年同一教科は同一教師になるのがの

でましい。ただし持時数の平均化を図るた

め三分されることも止むをえないものとす

る。

特別教室の使用時間配当を考慮する。

学年合同又は男女別等の配慮をすること。

実施にあたっては季節又は学期毎に考慮す

認すること。

最適化への条件を究明すること。

生活指導,生 徒指導への対策を配慮するこ

と。

l t F

の

0

0

の

ることも可とする。

④ 施 設関係 (特別教室)

O理 科第 1教室

O′′ 第 2教 室

O音 楽第 1教 室

O″ 第 2教 室

O図 工室

〇家庭科教室

○体育館

Oグ ランド

O Wr体育館

⑤ lr営 上の留意点

171 学年打合会

O共 通理解

O児 童の実VLP

O教 科進度

○その他

“)5～ 6年 合同連絡会

OttAl 毎 月 1回

lpl i共通理解をはかる主な事項

O教 育活動計画と準備

O欠 席児童状況と特記事項

O施 設設備の破損と修理確認

O出 張,休 暇の予定と補教対策

O評 価の内容とその方法

O学 校行事の具体化事項
Tl 指導計画の共同立案

< 7 >ぉ ゎ り に

これからの小学校は,学 級担任制では困る問題が

ある。時代の要請,教 職員の性1題,教 育課程と教育

内容,教 員養成の問題,指 導体制の組織と研修の充

実,等 にょって対処していかなければならない。

小学校においては,中 学校における教科担任制と

は異なり,学 級にぉ|チる児童の全人的指導が必要で

あり,そ のために教師の特性を生かし,教 師の協力

的な指導によって指導の効率をいっそうド5めるくふ

うをすることがたいせつである。

教育はなんといっても教師によるといわれている

が,そ の教師の能力,特 性を最大限に発揮させるこ

とが大切であり,そ の方策として,本 校で実践して

いる方法は適切なものであると碓信している。

教授組織の改きにっぃては,所 報で毎年取 り上げ

てきた。従来は協力校の吉井田小学校,下 川崎小学

校の事例を栽せてきたが,今 年は,趣 きを変えて県

内の研究実践校の紹介をすることにした。南会津郡

田島町立田島小学校は,一 部教科担任制をとり,学

校長の指導のもと全校でこの研究に取 りくんでから

9年 目である。

当校は,普 通学級″,外 に特殊学級1,児 童総数

8∞る,職 員37名で南会津の中心校であり,伝 統の

ある大校である。大校としての教科担任制を導入し

た特色のある経営をここに掲載させていただいた次

第である。

の

の

一理科教担授業一

チーム集団として機能をもつこと。

学担教師と教担教師の役割と機能を双方確

一音楽教担の授業一
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クエスチョン●アンド・アンサー (教育用語解説)

▼

く操 作 的 定 義>

科学の概念,論 理的形態は,不 断に流動する。

即ら,自 然科学の中には無数の概念があり,そ れぞれが

厳密な定義のもとに成 り立っているようにみえるが,科

学の歴史の初期の段階から, このような形能をもってい

たわけではない。

探究の過程を径て,新 しい情報が加わる毎に補足と拡

大と修正が加えられて,今 日みられるような形になった

わけである。

従がって,今 後も研究が進展することによって,こ れ

らの定義はより適切な形に変容される可能性をもってい

る。

理科の学習においては, ―方的に高度な定義をあたえ

るのではなく,生 徒自身が,探 究の過程の中で,そ の発

達段階に応じて,あ る概念を自らの定義によって進み,

しだいに修正と改善を加えていくことが,理 科の教育と

して大切なことである。

操作的定義の考え方は, このようなときに役立つもの

で,観 察や測定などを通してある概念を定義することで

あり,そ の操作が進歩すれば,そ の概念定義も発展する

ものである。

従がって,指 導上留意すべきことは,操 作的定義の有

効性は,そ れを適用する生徒の発達段階に応じて異なる

ということである。

たとえば,酸 の定義として 「水溶液中で水素イオンを

供給する電解質」と定めてみても水素イオンを角らない

生徒にとって,こ の定義は何の役にも立たない。

これを 「帝色ツトマス紙を赤変するもの」と定義すれ

ばどのように調べていけば よいかがわかってくるわけで

ある。

<探 究 の 話 術>

シカゴ大学教授シュワブ (SChWab)の 論文において探

究的教育課程という事の中で用いられた語である。

探究学習は時間がかかりすぎて困るという話はよく耳

にするところであるが,そ のような場合,探 究としての

教授は最小限にし,探 究としての科学を最大限に発揮す

るための教授技術にく探究の話術>と いう名でよぶしか

たを提称した。

科学者の研究論文や研究過程は,そ れ自体探究の例と

なっているものが少なくない。

探究の話術は,あ る問題をもった科学者が,研 究のプ

ラン作りに始 り,デ ータ作成,結 果の解釈,そ して研究

の結果から明らかになった第2の 問題としてなすべき研

究というようにつぎつぎと探究を進めてゆく過程を,教

師が科学者の態度をとって進展させてゆくものである。

即ち探究自体に参加させなくても,探 究としての科学

をうまく生徒に描いてみせる話術ということである。

具体例として,遺 伝の法則について述べてあるが,遣

伝らしきものがあるらしいとい う程度のことが解ってい

た時代に, メンデルがどのように研究プランを練 り,実

験し,結 果の要約をとし,新 たな第2の研究の段階にい

どみ………という題材で説明を加えてある。

その中では,科 学的知識はデータの解釈を通じて作ら

れており,現 在の知識は現在もっている最もよく検証さ

れた事実と概念にもとづくものであり現段階では信頼で

きる合理的な知識であり将来変化することを体得させよ

うとしている。

シュワブのこの思想は高校生物学教科普として広く知

られている<BSCS生 物>の 教師用指導きの中に,探

究への招待として,そ の例が掲載されている。

≪ あ と が き 》

O 近 年 「形成的評価」に重点を置く考えが注目され実

践されている。戦後の学習指導を考えるとき,種 々の

学習理論がその時々の流行的ムー ドの中で実践されて

きたが, どれだけ地についたものとなっているだろう

か。よりよいものを求め実践改善することは重要なこ

とである。本年の実践を検討し,次 年度への準備を開

始したい。

O 師 走ともなり,そ ろそろ障子の張り変えのはじまる

頃となった。家族総がかりで楽しく仕事をしている姿

は微笑ましい。単なる障子破 りの面白さから能率的な

きれいな障子はがしまで, また張る方法は理のたまら

ないことやはがすときのことまで考えた合理性まで,

年長者のやることを見たリー緒にやることによって,

その年令なりに体得させると同時に,家 族のあり方,

生活のし方を仕事を通して体得させている。最も好ま

しい教育の姿でもある。明るい希望に満らた新年をお

迎えください。
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